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大野人は食わず嫌い

　

司会人野巾は今￥でfべうど巾制

20周年を迎えよした

　

そこてへ川ごろは片分野で活躍され

ているわ）々にお叱よりいたださ、゛人野

市ぴ）ビごづシ、、を人いに語うていただ

きたいと思いよす

　

よ（現状に∇）いてのご意地をどう

ぞ

　

松田私は菊づくりをしています、

仲間で組かを作り、梁間loo万本を川荷

していよ4）始めた町時は厦対もあリ

乍町にヅ、：しかうたけれども、今は土地

の利を’Lかし、よた将来性の点からも

よか）だと思いよO

　

宇野どの産裳でもそうですが、特

に商lltでは、人野前こいてt片界の情

勢を地ていないと緊さていけないこと

を痛感していよ打

よた、これからはもべ）とも←－）と企業や

商店の体質改河が必要で、隣人との協

調、協業へのシんデム化を図らなけれ

ばならないと思います）。

　

高山若行としてはにスボしヽソ施設

がないのはさみしいですねまた、4

年は小さく岡まらボ、もっと人きな學

で交流したいもので一打

　

市長20年の歴史はrliの基礎づくり

でしたね。どんな花が咲くか、どんな

花を咲かせるかはこれからですが、今

お話があー）だように「世界の中の人野」

という人きい佗でなけれぱならないこ

とは、間違いないでしょう

　

坂田「匪界の中の大野」という気迫

は條末の人野藩にもありました、カラ

フト開拓をしたあの進取の気象は、人

野人の誇IJですね。

　

藤井たしかに誇りです）、現代の青

年は心の励みにし

なければなりませ

ん。しかし、現状

を打破する力にな

るには、ブラメ、哺

体的なものがほし

い気がします。

　

それは外に学ぶ

姿勢から’kまれると思いよすが、どう

も大野の土じょうの中にスッポリと人

うたままの人が多いような気がします

　

宇野文化活動の面だけを考えまし

てもそのとおりですね、食わず嫌いと

いうか、jくLンジコイする意欲に欠けて

いる。

　

文化講演会でも出席する人はいつも

決まっていよすね。

　

藤井このように、これからは心の

問題が一番大切な時代ではないかと思

います。富山県では精神開発局をつく

0）だと聞きましたっ人野市では社会教

育でしょうが、現状では手薄ではない

でしょうか、

　

20周年を契機に行政面で大きく取り

上げてほしいものです。

　

市長「自分たちのまちは自分たち

の手で」が自治の基本で、その意味か

ら今大野市では新しいまちづくり運動

が進められていよすが、官製のまちづ

くりはだめで、行政は運動を援助する

サービス機関だと考λ）ています。

　

宇野物事を進める場合、餅屋は餅

屋という考え方はだめになりましたね

　

医学では専門ごとに深く究め、それを

有機的に結合して、はじめて難病の克

服ができるのだと聞いています、まち

出席のみなさん

宇野賢治さん（40歳、明倫町、会社役員）……商工業関係

坂田K了・さんり51歳、本町、商業）……教育丈化関係

高山敏幸さん心2歳、存日3丁目、会杜貝）……働さながら学ぶ青年

藤井道明さん（31歳、錦町、保育園園長）……・福祉関係

松田市郎さん（34歳、上森目、農業）……農業関係

市長与島利鏡

司会植村妬二こ市秘書広報課長補佐
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づくリ運動も、そうでしょうね。

　

市長その意味で、市民がだれでも

気楽に話し合える施設がほしくなる。

20周年を記念して福祉総合センターの

建設を計画しています。

　

高山青年には、

金を使わないで健

全に過ごせる勤労

青年のホームがほ

しいです。

　

坂田まちづく

リ運動にしても、

婦人活動にしても、

単位が大きくて活動しにくいのではな

いですか。小学校校下単位ぐらいのコ

ミュニティづくりが必要だと思います

　

松田まちづくリ運動の根本は家庭

にあります。現在赤ちゃんを母乳で育

てる母親はどれだけあるでしょうか。

　

そんなに急ぐことはないのですから

もう一度みんなが家庭を振り返えって

みたいですね。

プロ農業は10ヘクタール

　

司会現状や問題をいろいろお話し

いたださましたので、これからのあリ

方や希望などを語っていたださましょ

う。まず農業についてはどうでしよう

　

松田これからの農業は、農家1戸

当たり米作では10

haの耕作面積が

必要ですし、米作

酪農、花など専門

的に誇りを持って

行うプロ意識がな

ければやっていけ

ないと思います6．

　

宇野プロに徹する以上は、より有

利な市場開拓が必要でしょうね。

　

松田私の考えでは、地元の市場を

満足させて次の市場へ供給する。地元

を大切にしてはじめて成長するのだと

思います。これがプtコではないでしょう

うか。

　

市長今までは、みんな1ha農家

でプロに徹したくても徹しられなかっ

たんです。これからは基盤整備で近代

化したのですから大型機械の導入、協

業化もできます。しかし、農業で今一

番大きな問題は、農地が流動化しない

ことで、本当に農業をやりたい人に農

地が集まらないということですね。

織物は郷土の誇り

　

司会農業については、まだまだ大

きな問題があるようです。では次に商

工業の発展策についてはどうでしょう

　

坂田商工会議所と市内の商店との

つながりが薄いですね。今度商工業診

断の計画があるそうですが、本当に改

善しなければならない店が取り残され

る。もっと連けいを密にする必要があ

リます。

　

宇野現在大野

市で織られている

品物は、世界のど

こにもできない織

物、ジョーゼット

です。この意味で

は「世界の中の大

野」ですが、この事実を知っている市

民は案外少ないと思います。市民の郷

土産業への理解を願いたいですね。

　

商業では「まだ今のままで、なんと

かなる」という意識の人が多いのでは

ないでしょうか。将来への購買力はど

うか。人口に対して店舗数はこれでよ

いかなどの資料を持つことは大切です

ね。

　

高山青年の大半は大野の織物が世

界一の品物だなんて知リませんよ。ぼく

も知らなかった。もっと地元産業への

認識が必要ですね。それには学校教育

の中で理解を深めるとか………

　

市長大野市は中小企業が多いです

ね。これからの国際競争力に打ち勝つ

には、団地化して企業の体質改善をし

なけれぱなりません。この計画を今後

具体化していきます。

青少年会館がほしい

　

司会それでは最後に、青年が喜ん

で住む、魅力ある大野市になるために

はどうすればよいかの提言をお願いし

ます。

　

藤井保育園に関したことですが、

大野市に児童を考える組織がほしいと

思います。保育園と学校とは児童育成

の面で断層があります。また幼稚園と

の間でも同じことが言えます。これで

は立派な児童、青年の育成ができませ

んので、学校、幼稚園、保育園が有機的

に連けいできる児童研究会がぜひ必要

です。

　

坂田家庭で児童を育てられても保

育園に出す風潮がありますね。これか

らますますひどくなるような気がする

のですが…………

　

藤井保育園での保育は「家庭が保

育に欠く」を要件としますが、この解

釈も時代と共に変わるんですね。例え

ば、近所に子供がいないので社会性が

培われない、家が小さい、とか一歩外

に出れば交通の危険があるなども、保

育に欠ける内容になっています。

　

市長藤井さんが言われたとおり、

小・中・高等学校の間は教育方針が一

本の線で通っています。しかし就学前

の施設と学校は、連けいが薄いですね

　

今後の大きな課題です。

　

高山大野市の青年が地区意識をな

くしてつどえる、青少年会館がほしい

ですね。

　

坂田青年が大

野に喜んで住むよ

うになるには、働

きがいのある職場

が必要ですし、郷

土を正しく認識さ

せる教育を望みま

す。

　

宇野青年が誇りをもって地元機業

に就職するようになるには、自分が生

産している物が最終に何になるのかが

わからなけれぱなりません。このこと

から、大野市に原糸から加工、商品ま

での一貫した産業カ咄贋です。

　

藤井農業祭があるんですから、繊

維祭もいいですね。

　

坂田ステ牛なドレスをみせていた

だくと市民の認識も変わるでしょう。

　

宇野ですから、生産する工場から

販売する商業までを含めた開発センタ

ーの設置を望みます。

　

松田プロに徹した農業マンになる

には、総合的な農事試験場がほしいで

す。問題を徹底的に究明でさることが

誇りにつながりますから…………

　

市長魅力ある大野市への提言がい

ろいろありましたが、若い人が地元に

定着するのには大野市適した職種が幾

つかあって、これを青年が自由に選択

できなければ魅力を欠くでしょう。農

事試験場はぜひ大野へ誘致したいです

ね。将来農業、林業で最後に残るのは

乾田でしかも耕地面積の大きい、大野

市ではないでしょうか。酒米の生産地

としても伸びると思います。

　

司会本日は貴重なご意見ありがと

うございました。
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10年後の大野市はどのように変わるでしょうか。上のイラストは

これから市が建設を計画しているものを中心に描いたものです。市

は昭和48年3月に大野市振興計画を作りましたが、これは昭和60年

をめどとした基本構想と、昭和55年を目標にした基本計画からなっ

ています。その一部を紹介しますので、あなたも、もう一度大野市

の未来像を描いてみて下さい。

皿画

　

人目の推移を国勢調査でみますと、

昭和35年46，271人、昭和40年44．H73人

昭和45年42，241人で年々減っています

　

しかし、将来は交通・通信の発達、企業

の誘致、恵まれた自然の活用などで人

口は増え、昭和60年には世帯数12，430

人口は46．000人になると推定されます

匠－111111

　

国道は157、158号線共に4車線にな

り、現在の県道大野・墨俣線は国道に

昇格、西部バイパスも21メートルに拡

幅されて1こ明治から君が代橋取り付け

まで延長されるでしょう。

　

県・市道は拡幅、舗装が進み、主な

道路は幅貝12メートルになります。

　

また上据一稲郷、今ヽ井一佐開、中挟

一富田大僑、川島一土打、六呂師一僑

爪にバイパスができます。さらに農業

の近代化の一環として、大野盆地を環状

に走る広域営農団地農道が昭和52年ま

でに建設されます。そして、越美線が全

線開通になれば、大野市は中京への玄

関口ともなります。

観光

　

自然に親しむ施設として、国民宿舎

を宝慶寺と勝原に建てます。宝慶寺は

鉄筋コンクリート2階建て50人収容、

勝原は3階建て100人収容のものです。

　

また遊歩道を平家平一姥ヶ岳一温見

峠の5キロメートルにつけます。キャ

ンプ場は平家平、森山高原につくり、

「自然と話せるまち」にします。

Fj農とで林；回し業

　

土地基盤整備事業を進め、市内総耕

作面積の96パーセントに当たる4．008・

8ヘクタールを整備します。作物は生

産性の高い米づくりを推進する一方、

ニンジン、里芋、イチゴ、チューリッ

プの球根、花邦き）などの特産品づくり

を勧めます。林業では第2次林業構造

改善事業を、昭和51年から53年度まで

行い、林道の開設、大型機械の導入、

モデル林の造成などをします。

糾岸ダ¶泗ド

　

社会福祉総合センターを建設を進め

ます。鉄筋コンクリート3階建て3．00

0平方メートルで、老人いこいの室、宿

泊施設、浴室、機能回復訓練室、職業

指導室などを設けます。また、現在の1

00人収容の春日、日吉児童館の外に、北

部、東部児童館の建設を計画していま

す。

肩4り｜｜蛍

　

市街地が大きくなりますので、有終

東小学校を建設、有終南小学校は広い

敷地がとれる市街地南部へ移転し新築

します。また、富田小学校体育館・阪谷

・下庄小学校木造校舎も年次計画で改

築します。

　

社会教育施設では、体育館を建設す

ると共に、青年婦人会館は鉄筋コンク

リート3階建てのものを建設します。

饉濃瀕

　

ごみ焼却場は昭和51年までに1日90

トンの処理能力のある施設を広域行政

事務組合で建設します。

　

また、深刻化する地下水不足に対処

するため、市街地には上水道を、農村部

には簡易水道を整備する計画です。

都市計画

　

土地区画整理事業は、北部第2、東

部第1、第2、南部第2、第3、西部

の6区画総面積132．3ヘクタールが行

われ、新用途地域計画に沿った都市づ

くりが進められます。

　

児童公園は、新しく北部第1、第2、

第3、第4、駅東第1、第2、第3、

第4公園を設け、市内では一般公園は

亀山公園1園、児童公園は16園になり

ます、、
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ブO仏心
糾問ズj）言

　

20年の歩みの中には、うれしいこと、悲しいこといろ

いろなことがありました、

　

年表とスナップでもう一度振り返ってみましょう。

初
登
庁
す
る

斉
藤
市
長
（
S
2
9
）

初
代
市
長
斉
藤
重
雄
氏

初めての市立大野保育園での園児たち（S30）

市制を祝う旗行列（S29）

中津川にできた市営住宅（S31）

昭和29年

▼7月大野市誕生人野町71帽ミ町

　　　　　

乾側村・小山村・」］ミ村・

　　　　

富田村・阪谷村・五箇村の2

　　　　

町6り村が合併

　　　　

戸数8．6C）0、ノ、［］43．610

▼8月々藤重雄rf／M就任

y10・H月市制祝賀祭を行う

昭和30年

▼1月初の市議会議員選挙執行

　　　　

当日の有権者24，587人

▼7月常設消防団を設置

▼7n大野保育園開園

▼9月消防本部、消防署、訓練所を

　　　　

設置

昭和31年

▼6月越美北線起工式有終中学校

　　　　

で

▼7月農業実験6室を設置

▼8月打波小学校小池分校完成

▼11月市営住宅20戸完成（中津川、

　　　　

新在家）

▼12月蕨生小学校改築
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昭和32年

▼5月上庄小学校講堂完成

▼5月下庄小学校校舎完成

▼12月有終西小学校改築工事着工

昭和33年

▼4月ili営農場事業を開始

▼5月竜仙僑完成

▼6月市制5周年の祝賀祭

▼8月二代目市長に森広治兵衛氏就

　　　　

任

▼1（川じん芥焼却場完成

▼12月村ヶ代僑架替竣工

▼L州ll庄小学校校舎改築完成

昭和34年

▼2月高松宮賜杯第9回中部日本ス

　　　　

率一大会開催

▼81j台風6号による豪巾被害総

　　　　

舗約3It5，000万円

▼9月駅束：土地区画整理事業に着手

▼9H台風15号（伊勢湾台風）

　　　　

被害額約4億円

昭和35年

▼3月有終西小字学校舎完成

▼4月義景保育園開設

▼12月越美北線福井、勝原間開通

▼12月ド庄小学校中保分校竣工

昭和36年

▼31・j小山小・中学校屋内体操場改

　　　　

築

▼7月／E簡公民館完成

▼8月巾内の電話自動化

▼8月北美濃地震打波で震度5

▼9月第二室戸台風被害額30億円

初
め
て
の
鉄
筋
校
舎
下
庄
小
学
校
完
成
（
S
3
2
）

ニ
代
目
市
長
に
森
広
治
兵
衛
氏
就
任
（
S
3
3
）

自然の猛威伊勢湾台風

日吉神社付近（S34）

北美濃地震の爪跡下打波（S36）

越美北線福井・勝原間開通

　　　　　　　　　

（S35）
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阪谷・上庄幼稚園開園（S37）

゛38の豪雪、大屋根より高い道を

歩く市民（S38）

昭和37年

▼4月尚徳中学校発足

▼4月阪谷・上庄幼稚園を設置

▼5月お役所庁舎新築工‘拝完成

▼7月初の学校プール完成（有終中）

▼7月森広治兵衛氏市長に再選

▼9月衛生処理場（し尿処理場）完成

▼11月富田・阪谷・勝原の3橋完成

昭和38年

▼1月「38年豪雪」最高積雪306センチ

　　　　

メートル、雪害8億3，000万円

▼4月春日保育所開設

▼4月乾側幼稚園開園

▼5月竜仙僑完成

▼5月奥越電源開発始まる

▼12月尚徳中学校校舎完成

▼12月富田公民館新築

昭和39年

▼4；j富田幼稚園開園

▼5月土井利忠公銅像建え

▼7月6i↑JiliillO周年記念行6・1に実施

▼10月南部土地区画幣理’li劃こ着予

▼11月打波川流域災害復｜日工事完成

▼12月佐開僑完成

昭和40年

▼3月市民会館建設に着工

▼4月大野工業高校開校

▼4月小山幼稚園開園

▼8月全日本ソフトポール選手権大

　　　　

会開催

▼9月「40．9風水害」被害額44億円、

　　　　

死者2人、罹災世帯1．748

▼11月あかね保育園開設

昭和41年

▼1・2月高松宮賜杯第16回中日ス

　　　　　　

牛一大会開催

▼3月大野市農業協同組合発足

▼3月大野公民館完成

▼6月市民会館落成

▼7月じん芥焼却場完成

▼8月第4代市長に寺島利鏡氏就任

▼8月富田小学校校舎落成

▼9月佐開・木落農地復｜日工事始まる

▼9月駅前土地区画整理事業完成

▼10月新町名を実施

▼12月上庄公民館落成

1゛38の豪雪、自衛隊が活躍

　

｀寸

民

家

を

襲

う

濁

流

柿

ケ

島

で

八

S

4 0

W

　

jy

40

9

風

水

害

富
田
小
学
校
の
惨
状

らS

40
W

　

孝40

9

風

水

害
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寺島利鐘市長初登庁（S4I）

連日熱戦が展開された福井国体の相撲競技（S43）

i若生子区解告式の後、別れを

惜しむ区民の扇踊り（S44）

大野市・西谷村合併で握手する

寺島市長と山本村長（S45）

県立奥越高原牧場開場（S46）

昭和42年

▼6月貞l帽｜｜ダム建設始まる

▼7月市営相撲場完成

▼8月全国高校相撲選手権大会開催

▼9月財政再建準用団体に指定され

　　　　

る。

▼9月大野城建設工事に着工

▼10月市会議員の定数を減少する条

　　　　

例成立

▼11月大野市総合文化祭開催

昭和43年

▼8月土庄保育所開設

▼8月越前大野城・郷土歴史館竣工

▼8月第1回城まつリ開催

▼10月第23回国民体育大会、当市で

　　　　

は相撲●ソフトポール・山岳競

　　　　

技開催

▼10月羽生和永選手メキシコオリン

　　　　

ピックに出場

▼10月荒島保育所開設

昭和44年

▼1月六呂師へさ地保育所開設

▼3月若生子小学校廃校

▼5月大野高校校舎改築完成

▼7月有終中学校グラウンドに夜間

　　　　

照明施設

▼8月上・下若生子なくなる

▼9月大野市・西谷村合併協議会設

　　　　

立

▼11月初の農業祭開く

▼11月春日児童館開館

昭和45年

▼3月下庄小学校講堂改築工事完成

▼3月宝慶寺小学校廃校

▼5・6月カドミウム公害問題発生

▼7月西谷村を編入合併

▼8月寺島利鏡市長再選

昭和46年

▼2月市議選執行（定数26人）

▼2．月大野市森林組合発足

▼4月開成、陽明中学校発足

▼4月北部土地区画整理事業に着手

▼5月県立奥越高原牧場開場

▼6月日吉児童館開設

▼7月市営葬斎場完成

▼10月老人医療費助成制度スタート



d隋｜□J？柚＝り2】］

越美北線勝原・九頭竜湖間開通（S47）

蕨生、塚原県営給合農地開発事業の完成式（S47）

’北部保育園か開園（S49）
大野地区消防組合発足の力－パレート（S48）

第24回中日スキ一大会の開会式（S49）

昭和47年

▼：りj新耶り也域決定

▼卜H南部ト．地区画恬汗れ宕完成

▼丿丿雌境保令部巾をいTj

▼7川人野・勝山地区広域巾町忖｜削

　　　　

桐

▼h川蕨生・塚1刺、同前穴ヽに地聞宛

　　　　

‘1に匙完成

▼1川IEに158り斗わ卜／、ノ、ぶ開通

▼I川ト．水辿のJ，川乱雨由にさる

▼12月越瓦北線勝山りし頭屯湖間間

　　　　

通

昭和48年

▼：リj打波小学校唯校

▼：りj人野d岫丿興計声よとよる

▼：川財政阻巴ご

▼4HIのl地開七吋にけ

▼りj駅束：第1ll地区叫怯円川時ニご

　　　　

”f

▼7n人野地区消防組か発足

▼1りj地ド水対政審議弛没置

▼1□j巾喫心ヒ財叩伺八八解体侈建

▼12月第しり木貨枇造改削1時シ完J’

▼12川林道丿片j・河内線完成

昭和49年

▼リj鳥むう：S6賜杯第21川中糾川乍ノ、

　　　　

1人公開催

▼・丿丿北部保育園開設

▼・りj隅明中学咬休育館完成

　　

宛行

し、いけ’、リ、・｜い｜い、糾哨11，frI■・；一

大野市役所

心諸口い6一一1111

郵便盾り・912

印刷松浦印刷所
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